
 今年度は、新型コロナウイルス感染症予防対策のため、ほとんどの事業が行えず寂しい

１年となりました。 

まだまだ先の見通しがつかず、何かと不便の多い今日ですが、この状況が一日も早く解

消され、平穏な日々が戻りますように・・・ 

令和３年度は、皆様の笑顔が戻ってきますことを祈って、九十九地区自治協８町内の更

なる発展と住民の交流を深められるよう、自治協議会一同頑張りますので、令和３年度も

皆様のご協力をよろしくお願い致します！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 事 業 内 容 

令和２年度総会 （理事代行） （中 止） 

理事会 （３回執行） 令和２年視察研修旅行     （中 止） 

総務部会 （１３回執行） （中 止） 

地域避難所自主運営用品購入補助事業 （中 止） 

令和３年九十九地区新年交歓会 （中 止） 

自治協だより （４回発行） 高齢者交通安全運転講習会   （中 止） 

九十九地区自治協議会 佐世保市下船越町306-7 ☎/📠55-4525 令和３年３月２０日発行 

 

 

令和２年度九十九地区自治協議会事業報告 

 この 1 年を振り返って 

   地区の皆様におかれましたは、日ごろから当自治協の活動にご理解とご協力を賜っておりますこと

に厚く御礼申し上げます。 

さて、私は昨年の 4 月に 5 年ぶりに自治協に返り咲き、少しでもみなさまのお役に立てればと張り

切っておりましたが、日に日にコロナウイルス感染症が拡大し、総会をはじめ今年度予定していました 

各部会の事業がことごとく中止せざるを得なくなり、大変残念に思っております。 

しかし、そのような状況の中、総務部会では宮島・柴山両議員と地域住民の方々との懇談会を開

催し、地域の課題・問題点を洗い出し、来年度早々にも、市長に当地区の活性化についての要望

書を提出する予定となっており、また、地域安全・安心部会では、佐世保市の助成金を利用し、災

害時に地域避難所として、各町の公民館が利用できるよう備蓄品の配布を行う等、現状況下で出

来る限りのことはやってまいりました。 

最近ようやくワクチンも開発され予防接種が始められましたので、コロナウイルスの勢力も衰え感染

拡大も一定落ち着き、平常の生活を取り戻せる日が一日も早く来ることを祈っています。  

事務局長 石井武邦         

裏面に続く 



 

 

  

広報させぼや公民館だより等でもお知らせがあっていますが、４月から公立公民館が

コミュニティセンターへと生まれ変わります。 

当地区では、九十九地区公民館が『九十九地区コミュニティセンター』となり、これ

までの社会教育活動に加え、少人数での利用やランチミーティング、収益を伴うイベン

トなど、施設の利用の幅が広がります。 

自治協議会としましても、地域の皆さまが集いやすく、楽しみや賑わいのある地域の

拠点になりますよう、これまで以上に活動の工夫を凝らしていきたいと思いますので、

お気軽に足をお運びください！  

 

 

 

 

お問い合わせ・・・九十九地区コミュニティセンター ☎28-0216  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

九十九地区の将来について宮島県議・柴山市議との懇談会 

第１回目の『九十九半島開発について宮島だいすけ県議会議員 柴山賢一市議会議員

との懇談会』を１１月７日（土）に開催し、たくさんの貴重なご意見をいただきました。 

第２回目を自治協だより第１９号では、２月２０日（土）と開催ご案内をさせていた

だきましたが、新型コロナウイルス感染症拡大第三波に伴い開催延期となり、この度、

３月１３日（土）九十九地区公民館講堂におきまして『九十九地区の将来について宮島

県議・柴山市議との懇談会』と名称も新たに変更し開催いたしました。 

少子高齢化が進み人口も減っていく中、九十九地区全体の将来を見据え、地域の人口

増と活性化を図るために、地域住民の意見を出し合う貴重な時間となりました。 

その結果を取りまとめ、４月に佐世保市へ要望書として提出することとしています。 

九十九地区発展の力となりますよう、切に願います。 

４月から『九十九地区コミュニティセンター』へ変わります！ 


